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進め方

■  廃磁性材料
廃磁粉と廃磁芯に分別した後、ラジオ用アンテナの材料として
他企業へ提供（材料としてリサイクル）

■ 可燃廃棄物
可燃廃棄物（布、木くず、紙類など）を焼却し、
熱源として供給（熱回収）

開発における基本事項

ものづくりの基本を伝える新入社員教育 

「ものづくり講座 ――日本一の竹とんぼをつくろう」

はじめに

TDKでは、資源循環型企業の構築を目指し、本体・グループ
全社を挙げてゼロエミッション活動に取り組んできました。
その結果、国内本体工場及び子会社は、2003年度までにす
べての事業所でゼロエミッションを達成し、海外事業所は
19カ所すべてで2006年度中に達成予定です。

定義

TDKのゼロエミッションは、エコファクトリー型ゼロエミッ
ションと位置づけされ、排出される廃棄物について、3R（リデュース
＜排出抑制＞、リユース＜再使用＞、リサイクル＜再資源化＞）
の展開を積極的に行っています。TDKでは廃棄物を100%再
資源化する状態が6カ月以上継続されたことをもって、ゼロ
エミッション達成としています。対象となる廃棄物は、廃油、
汚泥、廃酸、廃プラスチック、ダスト類、ガラス陶磁器類など
17種類です。それらについて、省資源化、再使用の促進、リサ
イクル、適正な処理技術の導入による廃棄物の有価物化を行っ
ています。

海外展開

近年、海外生産比率は年々増加しており、海外事業所のなか
でも、その過半数は中国に集中しています。2005年度は中国

国内事業所のゼロエミッション活動に注力しました。しかし、
中国での廃棄物の再資源化を進める中で、活動情報の共有化
ができていないことが課題としてあげられました。そこで中
国の各事業所より代表を集めて「第一回ゼロエミッション会
議」を開催し、再資源化方法や処理が困難な廃棄物対策につ
いて討議を行いました。これにより担当者同士のネットワーク
が築かれ、各々の事業所における活動は大きな進歩をみまし
た。

TDK大連の取り組み

特にTDK大連は、ゼロエミッションに対する使命の大きさ
を認識し、【地球環境保全が人類共通の最重要課題の一つで
あり、企業活動のあらゆる面で環境の保全に配慮して行動す
ること】を基本理念として、ゼロエミッションに取り組んで
きました。
TDK大連の主要製品は、偏向コイル、電源用チョークコイル、
高周波フィルタ、有機ELなどです。これらの製造工程から排出
される廃棄物について、再資源化方法を詳細に検討し、実施し
ています。
具体的には、下記のような取り組みを行っています。

これらの取り組みを実施、継続したことでTDK大連では、
2006年7月、ゼロエミッションを達成しました。また他事業
所においても事業所間の密接な情報交換を通してTDK大連
と同様の取り組みが行われ、順次ゼロエミッションを達成
しています。

まとめ

今後、海外での生産比率の上昇とともに、排出物の量・種類も
増加することが予想されますが、TDKでは、これまで培ってき
た技術とノウハウを基にゼロエミッション活動を継続し、資
源循環型企業の構築を目指して、地球環境に貢献していきます。

４月になり、新年度がスタートすると、当社もフレッシュな
新人たちを迎えます。TDKとはどんな会社なのか、またどの
ような社員であってほしいのかを伝え、学んでもらうのが新
入社員研修です。なかでも、この「ものづくり講座」は特にユニー
クであり、当社が大切にしている「ものづくり」という言葉そ
のままに、まさに「もの」を「つくる」現場をシミュレートした

ものになっています。ものをつくることの原点と、製品を開
発設計し、販売する、利益を出すというメーカーとしての使
命を、身をもって体験し、独創性・オリジナリティを生かす
TDKのDNAを培う大切な研修です。
新入社員にとって竹とんぼづくりは、TDKマインドを学び、
TDK社員として成長していく第一歩となるのです。

ゼロエミッション活動

― TDK大連の取り組み ―

■ 有機溶剤廃液
洗浄液などの有機溶剤廃液を自社で蒸留し、
60%以上を再使用（蒸留再生、リユース）

テーマ ： 日本一の竹とんぼづくり
ねらい ： メーカーにおける開発から量産までの過程を学ぶ
  実際のものづくりの体験を通して、品質管理・特許申請・
               原価管理の基礎知識を学ぶ
内容 ： 3人1組で出展用のオリジナル「竹とんぼ」（製品）を
               1個製作する
  スケジュールに沿って、各種シートを作成し、
               期限までに提出する
  製品を竹とんぼショーに出展し、相互に売り込みを図る
  各賞の上位者を表彰する

竹とんぼの定義：
 回転して上昇し、3秒以上空中に浮遊すること
 羽などの飛ぶ部分の材料には、竹を使用すること
評価ポイント：
竹とんぼづくりの開発過程で作
成する各種書面の内容、竹とん
ぼを売るためのプレゼンテー
ション、売上、利益の４つの要素
において最も高得点を出した
チームが総合優勝となる。

ビジョンを立てる　＜計画シート作成＞
 どのようなものをつくるかのビジョンと戦略を立て、

目標を達成するための計画を立てる。
　　　　

目標の設定（スケジュール作成）
　　　　

仮説を立てる＜新製品開発計画書作成＞
 仮説を立て、調査・研究し実現の可能性とより良い方向性を探る。　

　　　
調査研究＜特許申請書作成＞

　　　　
設計＜技術報告書作成＞

 設計・製作・実験を重ね、試作を完成させる。

実験　
　　　

工法開発＜技術報告書作成＞
 工法を決め、試験を実施し、不具合箇所の是正を行い、

最終試作品を完成させる。

試験＜工程管理表作成＞
 工程管理表を作成する。

　　　　　
最終試作
　　　　　　
工程図作成

　
竹とんぼショー＜原価計算書作成＞ ＜プロダクトニュース＞

　　　　　
審査

結果発表
 竹とんぼショーに出展し、売り込みを図る。

竹とんぼショーへの出展を認められたチームは、自分たちの竹とんぼ
を売り込むためのプレゼンテーションと店頭販売を実施。その後仮想
資金による投票が行われ、売上・利益のランキングが発表されます。

下記の事項を基本として、製作が進められます。

ハイライト

1 環境 人材教育

設計図面

実際に飛ばしてみる

試作された竹とんぼ

発表風景
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進め方

■  廃磁性材料
廃磁粉と廃磁芯に分別した後、ラジオ用アンテナの材料として
他企業へ提供（材料としてリサイクル）

■ 可燃廃棄物
可燃廃棄物（布、木くず、紙類など）を焼却し、
熱源として供給（熱回収）

開発における基本事項

ものづくりの基本を伝える新入社員教育 

「ものづくり講座 ――日本一の竹とんぼをつくろう」

はじめに

TDKでは、資源循環型企業の構築を目指し、本体・グループ
全社を挙げてゼロエミッション活動に取り組んできました。
その結果、国内本体工場及び子会社は、2003年度までにす
べての事業所でゼロエミッションを達成し、海外事業所は
19カ所すべてで2006年度中に達成予定です。

定義

TDKのゼロエミッションは、エコファクトリー型ゼロエミッ
ションと位置づけされ、排出される廃棄物について、3R（リデュース
＜排出抑制＞、リユース＜再使用＞、リサイクル＜再資源化＞）
の展開を積極的に行っています。TDKでは廃棄物を100%再
資源化する状態が6カ月以上継続されたことをもって、ゼロ
エミッション達成としています。対象となる廃棄物は、廃油、
汚泥、廃酸、廃プラスチック、ダスト類、ガラス陶磁器類など
17種類です。それらについて、省資源化、再使用の促進、リサ
イクル、適正な処理技術の導入による廃棄物の有価物化を行っ
ています。

海外展開

近年、海外生産比率は年々増加しており、海外事業所のなか
でも、その過半数は中国に集中しています。2005年度は中国

国内事業所のゼロエミッション活動に注力しました。しかし、
中国での廃棄物の再資源化を進める中で、活動情報の共有化
ができていないことが課題としてあげられました。そこで中
国の各事業所より代表を集めて「第一回ゼロエミッション会
議」を開催し、再資源化方法や処理が困難な廃棄物対策につ
いて討議を行いました。これにより担当者同士のネットワーク
が築かれ、各々の事業所における活動は大きな進歩をみまし
た。

TDK大連の取り組み

特にTDK大連は、ゼロエミッションに対する使命の大きさ
を認識し、【地球環境保全が人類共通の最重要課題の一つで
あり、企業活動のあらゆる面で環境の保全に配慮して行動す
ること】を基本理念として、ゼロエミッションに取り組んで
きました。
TDK大連の主要製品は、偏向コイル、電源用チョークコイル、
高周波フィルタ、有機ELなどです。これらの製造工程から排出
される廃棄物について、再資源化方法を詳細に検討し、実施し
ています。
具体的には、下記のような取り組みを行っています。

これらの取り組みを実施、継続したことでTDK大連では、
2006年7月、ゼロエミッションを達成しました。また他事業
所においても事業所間の密接な情報交換を通してTDK大連
と同様の取り組みが行われ、順次ゼロエミッションを達成
しています。

まとめ

今後、海外での生産比率の上昇とともに、排出物の量・種類も
増加することが予想されますが、TDKでは、これまで培ってき
た技術とノウハウを基にゼロエミッション活動を継続し、資
源循環型企業の構築を目指して、地球環境に貢献していきます。

４月になり、新年度がスタートすると、当社もフレッシュな
新人たちを迎えます。TDKとはどんな会社なのか、またどの
ような社員であってほしいのかを伝え、学んでもらうのが新
入社員研修です。なかでも、この「ものづくり講座」は特にユニー
クであり、当社が大切にしている「ものづくり」という言葉そ
のままに、まさに「もの」を「つくる」現場をシミュレートした

ものになっています。ものをつくることの原点と、製品を開
発設計し、販売する、利益を出すというメーカーとしての使
命を、身をもって体験し、独創性・オリジナリティを生かす
TDKのDNAを培う大切な研修です。
新入社員にとって竹とんぼづくりは、TDKマインドを学び、
TDK社員として成長していく第一歩となるのです。

ゼロエミッション活動

― TDK大連の取り組み ―

■ 有機溶剤廃液
洗浄液などの有機溶剤廃液を自社で蒸留し、
60%以上を再使用（蒸留再生、リユース）

テーマ ： 日本一の竹とんぼづくり
ねらい ： メーカーにおける開発から量産までの過程を学ぶ
  実際のものづくりの体験を通して、品質管理・特許申請・
               原価管理の基礎知識を学ぶ
内容 ： 3人1組で出展用のオリジナル「竹とんぼ」（製品）を
               1個製作する
  スケジュールに沿って、各種シートを作成し、
               期限までに提出する
  製品を竹とんぼショーに出展し、相互に売り込みを図る
  各賞の上位者を表彰する

竹とんぼの定義：
 回転して上昇し、3秒以上空中に浮遊すること
 羽などの飛ぶ部分の材料には、竹を使用すること
評価ポイント：
竹とんぼづくりの開発過程で作
成する各種書面の内容、竹とん
ぼを売るためのプレゼンテー
ション、売上、利益の４つの要素
において最も高得点を出した
チームが総合優勝となる。

ビジョンを立てる　＜計画シート作成＞
 どのようなものをつくるかのビジョンと戦略を立て、

目標を達成するための計画を立てる。
　　　　

目標の設定（スケジュール作成）
　　　　

仮説を立てる＜新製品開発計画書作成＞
 仮説を立て、調査・研究し実現の可能性とより良い方向性を探る。　

　　　
調査研究＜特許申請書作成＞

　　　　
設計＜技術報告書作成＞

 設計・製作・実験を重ね、試作を完成させる。

実験　
　　　

工法開発＜技術報告書作成＞
 工法を決め、試験を実施し、不具合箇所の是正を行い、

最終試作品を完成させる。

試験＜工程管理表作成＞
 工程管理表を作成する。

　　　　　
最終試作
　　　　　　
工程図作成

　
竹とんぼショー＜原価計算書作成＞ ＜プロダクトニュース＞

　　　　　
審査

結果発表
 竹とんぼショーに出展し、売り込みを図る。

竹とんぼショーへの出展を認められたチームは、自分たちの竹とんぼ
を売り込むためのプレゼンテーションと店頭販売を実施。その後仮想
資金による投票が行われ、売上・利益のランキングが発表されます。

下記の事項を基本として、製作が進められます。
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当社の社会貢献活動は、社是「創造によって文化、産業に貢献
する」という企業精神がベースになっています。当社はカセッ
トテープに始まり、ビデオテープ、CD-R、DVD…と記録メディ
アのビジネスにおいて、長く音楽と関わりを持ってきました。
21世紀を迎え、音楽を通じて社会に貢献できないかという

思いから、「時代や国境、そして世代を超えた世界共通語」で
あるクラシック音楽に関わる企画が生まれました。音楽を
学ぶ人たちを対象にした世界一流のオーケストラの公開リハー
サル鑑賞、そしてそのオーケストラ楽団員に学校へ出向いて
演奏してもらうアウトリーチ（出張）ミニコンサートです。

2001年からスタートしたTDKオーケストラコンサート公
開リハーサルは、普段なかなか目にすることのできない世界
の一流指揮者と楽団員が行う、生のリハーサル現場に立ち会
い、その音作りを体験するという貴重なプログラムです。毎年、

その場のやりとりに、熱心にメモをとる方や、わずかな指導
で音が変化する様に驚いた表情で見つめる参加者がいます。
2005年は、200名募集のところ、約2,000通を超える応募が
あり、音楽を学ぶ方々に注目されています。

音楽教育プログラム

「公開リハーサル」と「アウトリーチミニコンサート」

（サー・サイモン・ラトル指揮　ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団）

より若い人達に、世界一流のクラシック音楽に触れて興味を
もってもらいたいという思いで、2003年からは、TDKオー
ケストラコンサートの楽団員に、ボランティアで小中学校を
訪問し、演奏していただくという企画を行っています。2005

年は、楽団員の演奏に加え、出向いた中学校の吹奏楽部員と
の合同演奏も実現しました。若い人達の夢が広がるきっか
けになることを期待しています。

今後は、より若い世代の「教育」や「育成」という点に重点を
おき、学生を対象とした社会貢献教育プログラムとして独自
の活動につなげていきます。

（ベルリン・フィルハーモニー・プラス・クインテット　東京・日本橋中学校にて）

雇用と人材育成  

TDKでは「企業永遠の繁栄の源泉は人の育成にある」という人事の基本理念のもと、従業
員一人ひとりが個人として尊重され、自律的かつ最大限に能力・可能性を伸ばし発揮で
きる「環境」と「仕組み」のために様々な施策を進めています。 

従業員は最も重要な財産の一つと考えています。

人事に関する基本的な考え方  

人事制度の根幹となる評価・報酬制度は、「発揮能力」と「成果」に着目した「自己管理制度」
を基礎としています。2005年度には定期昇給制度と賞与支給方法を見直し、従業員個々の
成果に結びついた報酬体系への改訂を行い、モラール・モチベーションアップを図りました。

人事制度の概要   

環境の整備   

能力開発・育成プログラムについて   

■社内人材の活用とキャリア形成の機会を提供する「アクティブ社内公募制度」
■従業員自らが希望する部門・職務に異動するチャンスを得られる「キャリアオプション制度 」
■重要テーマを担うキーパーソンのモチベーション向上を目的とした
　「プロジェクトマネジャー年俸制」
■従業員一人ひとりのキャリア開発、能力開発のサポートを目的とした「自己申告制度」

人事諸制度について   

■2006年度 新教育研修プログラム 
早期選抜育成プログラムに加え、将来の経営幹部候補として必要とな
る経営の基礎知識を体系的に習得する「新任主幹研修」などを導入し
ています。

■製造リーダー教育 
製造力の強化、技能の伝承を図ることを目的として、2005年より製造
リーダー教育をスタートしました。

■技術リーダー教育 
「ものづくり」を研究・開発の視点から追及し、革新的な技術リーダー
を育成することを目的としています。

■海外大学への技術者派遣（共同研究） 
アメリカのマサチューセッツ工科大学等への技術者派遣を行っています。 

■留学制度 
業務上必要なプロフェッショナル人材の育成を図るため、留学制度を設
けています。

■IMD（International Management Development Seminar）研修 
国籍を超えた連携の強化を主目的とした研修です。

■主な能力開発支援制度 
資格取得奨励制度、通信教
育奨励制度を実施しています。

■人権尊重・機会均等への取り組み 
2002年に企業倫理綱領を制定し、役員・従業員の重要な行動基準とし
ています。また、従業員への啓発教育の実施、専用相談窓口の設置、育
児・介護に関する諸制度の整備を実施しています。 

■障害者雇用
「障害者が働きやすい職場づくり」「採用目標数の設定」等、具体的な
アクションプランを策定し、実行しています。 

■セカンドライフ選択制度（TDK再雇用制度） 
定年退職者を複数のコースで再雇用するセカンドライフ選択制度を導入
しています。国内外の関連子会社においても、定年退職者の再雇用を
実施しています。

TDKオーケストラコンサート2005　公開リハーサル

2005年TDKアウトリーチミニコンサート

Hi g h l i g h t sg h l i g h
ハイライト
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障害者雇用率の推移（TDK本体）
※TDK雇用率は各年度末実績
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